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第８期計画の事業実績・施策評価の総括 

本資料は、現行の「苫小牧市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画」に記載さ

れている保健福祉分野の施策状況を担当職員が自己評価した内容を整理したものです。 

評価の区分は 

Ａ＝予定以上  Ｂ＝予定通り  Ｃ＝予定未満  Ｄ＝その他（事業・制度の廃止等） 

の４区分に分けて評価しています。 

 

【基本目標１】自立支援・介護予防等による健康な暮らしの実現 

○29項目のうち、Ａ評価が８項目、Ｂ評価が 21項目となっています。 

○「各種がん検診の実施と普及啓発」については、受診対象者へハガキや市の HP等を活用

して受診勧奨を実施し、胃・肺・大腸がん検診の受診者数が前年度より増加しました。 

○「一般介護予防事業」については、地域における住民主体の介護予防活動に対する支援、

活動の担い手の育成を行い、多くの高齢者の活動につながっています。このうち、令和

２年度から実施しているシルバーリハビリ体操指導士養成講座は、令和３年度及び令和

４年度で 38名の指導士を養成し、累計 57名の指導士を養成しました。 

○「ふれあいサロンの推進」について、コロナの影響でサロン活動が難しかった中でも、

サロン通信を発行し、サロンの運営についての情報を継続的に発信しました。また、屋

外での交流事業にも着手するなど、ふれあいサロンの事業推進を行いました。 

 

具体的な施策、施策・事業名 担当課等 評価 

001 各種がん検診の実施と普及啓発 健康支援課 Ａ 

002 肝炎ウイルス検診 健康支援課 Ａ 

003 ピロリ菌検査・除菌の推進 健康支援課 Ｂ 

004 受動喫煙防止対策の推進 健康支援課 Ｂ 

005 特定健康診査・特定保健指導の実施と普及啓発 
保険年金課 

健康支援課 
Ｂ 

006 各種ドック助成事業 保険年金課 Ａ 

007 糖尿病性腎症等の重症化予防事業 
保険年金課 

健康支援課 
Ａ 

008 ヘルスプロモーション事業 健康支援課 Ｂ 

009 歯周病検診 健康支援課 Ａ 

010 こころの体温計及びこころの相談窓口の普及 健康支援課 Ａ 

011 ゲートキーパー養成講座 健康支援課 Ａ 

012 こころの相談日 健康支援課 Ｂ 

013 介護予防・生活支援サービス事業 介護福祉課 Ｂ 

014 一般介護予防事業 介護福祉課 Ｂ 

015 地域自立生活支援事業 介護福祉課 Ｂ 

016 ふれあい収集 ゼロごみ推進課 Ｂ 

017 高齢者の学びの支援と学習機会の充実 生涯学習課 Ｂ 

018 車いすの貸出し 社会福祉協議会 Ｂ 

019 緊急通報システム設置事業 総合福祉課 Ｂ 

020 ふれあいコール事業 総合福祉課 Ｂ 

021 愛の一声運動 社会福祉協議会 Ｂ 

022 老人クラブ活動の支援 総合福祉課 Ｂ 

023 高齢者交通費助成事業 総合福祉課 Ｂ 

024 高齢者支援事業 総合福祉課 Ｂ 
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025 高齢者福祉センターの利用促進 総合福祉課 Ｂ 

026 雪かきボランティア事業 総合福祉課 Ｂ 

027 ふれあいサロンの推進 社会福祉協議会 Ａ 

028 高齢者の雇用に関する啓発 工業・雇用振興課 Ｂ 

029 シルバー人材センターの支援 工業・雇用振興課 Ｂ 
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【基本目標２】安心と信頼の介護保険制度の推進 

○11項目すべてがＢ評価となっています。 

○「地域密着型サービス事業所等への指導・支援」について、令和３年度は 25か所、令和

４年度は 28か所の事業所に対して実地指導を実施しました。また、新型コロナウイルス

感染症の流行のため、令和３年度は書面、令和４年度はオンラインでの講義形式による

集団指導を実施しました。 

○「介護職員就業支援事業」については、介護人材確保支援事業により、令和３年度 15人、

令和４年度 21人の就業希望者に対して事業所のマッチングを実施しました。 

○「家族介護者リフレッシュ事業」については、新型コロナウイルス感染症の流行のため、

令和３年度は事業を中止したものの、過去の参加者を対象に介護の現状を把握するため

のアンケート調査を実施しました。なお、令和４年度は計画通り、実施しました。 

○「社会福祉法人介護サービス利用者負担軽減事業」と「民間等介護サービス利用者負担

軽減事業」について、低所得者で生計の維持が困難な利用者に対して利用者負担額の一

部を助成しました。（それぞれ、令和４年度の対象者数は 322人、199人） 

○「介護給付等費用適正化事業」については、令和３年度及び令和４年度に、適正化の主

要５事業をすべて実施しました。このうち、ケアプラン点検について、令和３年度より

書面での点検ではなく面談形式で点検とし、より効果的な実施に努めました。 

 

具体的な施策、施策・事業名 担当課等 評価 

001 地域密着型サービス事業所等への指導・支援 介護福祉課 Ｂ 

002 利用者等への情報提供の充実 介護福祉課 Ｂ 

003 介護職員就業支援事業 介護福祉課 Ｂ 

004 介護現場の業務効率化 介護福祉課 Ｂ 

005 在宅介護用品等支給事業 介護福祉課 Ｂ 

006 在宅寝たきり高齢者等訪問理美容サービス助成事業 総合福祉課 Ｂ 

007 家族介護支援事業 介護福祉課 Ｂ 

008 家族介護者リフレッシュ事業 社会福祉協議会 Ｂ 

009 社会福祉法人介護サービス利用者負担軽減事業 介護福祉課 Ｂ 

010 民間等介護サービス利用者負担軽減事業 介護福祉課 Ｂ 

011 介護給付等費用適正化事業 介護福祉課 Ｂ 
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【基本目標３】地域における包括的支援体制づくり 

○14項目すべてがＢ評価となっています。 

○「地域包括支援センター運営協議会の実施」について、令和３年度・令和４年度ともに

２回開催しました。また、「地域ケア会議の実施」については、個別会議や圏域会議で地

域の見守り体制や認知症の人に対する理解等をテーマに会議を開催しました。 

○「高齢者見守り活動の推進」について、令和３年度以降、新たに４事業者と見守り協定

を締結しました。 

○「認知症サポーター養成講座」について、新型コロナウイルス感染症により評価指標を

下回りましたが、講座は令和３年度に 38回開催して 1,729人、令和４年度に 51回開催

して 1,802人の認知症サポーターを養成しました。また、累計 30,466人となり３万人に

到達しました。 

○「認知症施策総合推進事業」のうち、認知症ケアパスについて、令和３年度に改訂し、

認知症の人の家族や地域住民のほか、関係機関、町内会、老人クラブ等に配付し、認知

症に関する普及啓発や相談窓口の周知等を行いました。また、認知症初期集中支援チー

ムを市内７か所に配置し、令和３年度に 34件、令和４年度に 28件の支援を行いました。 

○「在宅医療・介護連携推進事業」について、とまこまい医療介護連携センターを設置し、

医療と介護の橋渡し役として、地域の医療・介護関係者や住民から相談を受け、連絡調

整や情報提供等の支援を行いました。 

 

具体的な施策、施策・事業名 担当課等 評価 

001 地域包括支援センター運営協議会の実施 介護福祉課 Ｂ 

002 地域ケア会議の実施 介護福祉課 Ｂ 

003 地域福祉の推進 総合福祉課 Ｂ 

004 高齢者世帯調査 総合福祉課 Ｂ 

005 高齢者見守り活動の推進 総合福祉課 Ｂ 

006 認知症サポーター養成講座 介護福祉課 Ｂ 

007 あいサポート運動 障がい福祉課 Ｂ 

008 認知症施策総合推進事業 介護福祉課 Ｂ 

009 生活支援体制整備事業 介護福祉課 Ｂ 

010 成年後見制度の活用促進 総合福祉課 Ｂ 

011 成年後見制度利用支援事業 
障がい福祉課 

介護福祉課 
Ｂ 

012 日常生活自立支援事業の推進 社会福祉協議会 Ｂ 

013 在宅医療・介護連携推進事業 介護福祉課 Ｂ 

014 高齢者虐待防止等の推進 介護福祉課 Ｂ 
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【基本目標４】安心して暮らせる生活環境の整備 

○11項目のうち、Ａ評価が３項目、Ｂ評価が８項目となっています。 

○「交通手段の確保」について、デマンド型コミュニティバスを予定通り運行して、地域

住民の移動手段を確保することができました。また、利用者アンケートによると継続希

望や必要不可欠との回答が多いため、運行の継続が決定しました。 

○「公共施設のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化の推進」について、公園のトイ

レ改修や、公共施設にスロープ・手摺等の設置を行いました。また、令和５年度はスロ

ープ・手摺等を３件設置する予定です。 

○「避難行動要支援者支援体制の確立支援」について、名簿の更新・管理を行いました。

また、避難行動要支援者協定を締結している一部町内会において、市、社会福祉協議会、

地域包括支援センター、基幹相談支援センター、民生委員、町内会など多くの機関が関

わりを持ち、避難行動要支援者名簿を活用した見守り体制の構築に取り組みました。 

○「介護施設等の災害対策」について、地域密着型サービス事業所等における非常災害時

の対応マニュアル・BCPの策定への指導・助言を行いました。 

○「介護施設等の感染症対策」について、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に対し、

情報提供や指導・助言、市内事業所への市独自の支援金支給や抗原検査キットの配布な

ど、感染対策の体制整備等を進めました。 

 

具体的な施策、施策・事業名 担当課等 評価 

001 交通手段の確保 まちづくり推進課 Ｂ 

002 公共的施設の整備 障がい福祉課 Ｂ 

003 社会資本整備総合交付金事業 
道路建設課 

道路維持課 
Ｂ 

004 公共施設のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化の推進 

緑地公園課 

建築課 

設備課 

Ａ 

005 高齢者住宅の確保 
総合福祉課 

介護福祉課 
Ｂ 

006 公営住宅の安全対策 住宅課 Ｂ 

007 避難行動要支援者支援体制の確立支援 危機管理室 Ａ 

008 防災行政無線整備事業 危機管理室 Ｂ 

009 介護施設等の災害対策 介護福祉課 Ｂ 

010 防災備蓄品整備事業 危機管理室 Ｂ 

011 介護施設等の感染症対策 介護福祉課 Ａ 

 

 


